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 はじめに 

 新型コロナウイルス感染症は，世界において急速な増加が確認され，国内にお

いても収束の目途が見えない状況である。 

このような状況において，災害の発生に伴い避難所を開設する場合には，感染

症対策に万全を期すことが重要であり，本市においても避難所の開設については，

「避難所における感染症対策マニュアル」を参考にするとともに，以下のとおり，

新型コロナウイルスに対する避難所の開設・管理方針を定めるものとする。 

なお，新型コロナウイルスについては，今後，国等から新たな情報・対策が示

されることが想定されることから，これらの情報が提供され次第，見直しを行う

ものとする。 

 

１ 事前の準備 

  （避難所のスペース等の事前の把握）【危機管理課】 

  避難所内に個室として使用可能なスペースの有無を事前に把握しておく

など，避難所のスペースの利用方法等について，事前に関係部局や施設管理

者等と調整を図ること。 

 

 （避難所開設に必要な人員の確保）【避難所収容班・医療救護班】 

  通常時の人員に加え，隔離スペースの設置に伴い必要人員を増やす必要が

あることから，事前に人員の確保を行う。 

また，避難所の新型コロナウイルス疑似患者等の対応に備え，医療救護班

職員を待機させる。 

 

 （マスク等の衛生品の備蓄）【危機管理課・医療救護班】 

避難所で必要なアルコール消毒やマスク等について備蓄を行う。 

なお，備蓄だけでは不足することから，物資供給のための災害時応援協定

の締結に努める。 

 

○避難所での物資・資材リスト（感染症対策分） 

品名 品名 品名 

マスク 使い捨てキャップ 掲示物(別紙４) 

消毒液 ポケットティシュ 掲示板(別紙５) 

体温計(非接触型) フェイスシールド 掲示板(別紙７) 

体温計(その他) カッパまたはガウン 無線機 

消毒液用ボトル 防護服  

ｳｴｯﾄﾃｨｼｭ(除菌) 問診票(別紙２)  

泡タイプハンドソープ 避難所感染チェックリスト(別紙６)  

使い捨て手袋(ﾌｨｯﾄ式) 掲示物(別紙１)  
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（自宅療養者等の避難の検討）【危機管理課・医療救護班】 

感染疑いのため自宅待機をしている者，自宅療養等を行っている新型コロナ

ウイルス感染症の軽症者等で在宅避難が可能な者については，自宅での避難を

促す。 

 

（自宅での避難，親戚や友人の家等への避難の検討，周知）【危機管理課】 

自宅での安全確保が可能な場合は，在宅避難について検討すること。 

または，避難所が過密状態になることを防ぐため，可能な場合は親戚や友人

の家等への避難を検討することを周知すること。 

  

 （必要な物資等の持参の周知）【危機管理課】 

  市の備蓄品に限りがあるため，感染症防止，健康状態確認のためのマスク，

消毒液，体温計及び清潔品（ペーパータオル，歯ブラシ）等の避難所生活にお

いて必要なものを可能な限り持参するよう周知すること。 

 

 

２ 避難所の開設 

（可能な限り多くの避難所の開設）【危機管理課・避難所収容班】 

避難所での避難者の密集を避けるため，発災した災害や被災者の状況等によ

っては，避難所の収容人数を考慮し，あらかじめ指定した指定避難所以外の避

難所を開設するなど，通常の災害発生時よりも可能な限り多くの避難所の開設

を図るとともに，鹿児島県と鹿児島県ホテル旅館生活衛生同業組合による「災

害時における宿泊施設等の提供に関する協定」の活用等もすること。 

 

（開設する避難所の選定）【避難所収容班】 

① 避難所での感染拡大を防止するため，感染が疑われる避難者等を一時隔離

する独立したスペースを避難所に設ける。そのため，避難所の開設について

は，独立スペースの確保が可能な個室（会議室等）や複数のトイレを備える

避難所を優先に開設する。 

② 避難所一覧（エクセルファイル）をもとに開設する避難所の選定を行う。 

③ ②で選定した避難施設に被害がないか及び施設内の隔離スペースが使用

可能か開設前に関係部局や施設管理者等に確認を行う。 

④ 避難所管理責任者は，通常時の避難所開設時に準備する物品に加え，マス

ク消毒液等の衛生品を受け取り，避難所開設にあたる。 

 

（避難者の健康状態の確認） 【医療救護班・避難所収容班】 

避難者の受付を行う際は，避難者同士の距離を２ｍ確保し，整列させる。 

別紙 1 は受付場所に掲示のうえ，避難者の健康状態の確認として，避難所へ

到着時に検温および別紙１の聞き取りを行い，体温が 37.5 度以上または別紙

１のいずれかに該当する者は避難所における感染評価（症候群サーベイランス）
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用紙のチェック（別紙２）にて聞き取りを行う。 

 

（避難者の振り分け） 【医療救護班・避難所収容班】 

 別紙２の結果をもとに，別紙３のとおり避難者を振り分け収容を行う。 

 

別紙１ 

下記に該当する方は必ず申し出てください。 

①現在，吐き気・下痢・風邪等の症状や体調不良がある

方。 

②ここ２週間で，海外渡航または国・県が指定した地域

（県外等）への移動があった方は申し出ください。 

（同居している方が②に該当する場合も含む） 
 

（疑似患者・発症者の発生時の対応）【医療救護班・避難所収容班】 

 新型コロナウイルス感染症の疑似患者・発症者(以下「疑似患者等」)が発生し

た場合は，避難所管理責任者は対応する従事者を選任し従事にあたらせるととも

に，健康福祉対策部へ従事者の増員を要請し，健康福祉対策部は従事者を派遣す

る。 

 なお，濃厚接触者の受け入れを行う専用施設には，受付・連絡等の従事者のほ 

 （疑似患者等担当者，補助員）【医療救護班・避難所収容班】 

 疑似感染者・発症者と接する担当者は，疑似患者等の隔離スペースへの移動，

搬送完了までの見守りを行う。補助員は，疑似患者担当者の装備品の着脱の補助

等を行う。なお，疑似患者等担当者及び補助員は，従事中での他避難者及び従事

者との接触を控える。 

 

 （従事者の装備）【医療救護班・避難所収容班】 

 避難所の従事者は，接する避難者の状況により，下記の装備をする。 

避難者 装備 備考 

健常者 

経過観察者 

マスク，フェイスシールド，ゴム手袋（必要に応じ

て） 

通常 

疑似患者 

発症者 

マスク，フェイスシールド，ゴム手袋，キャップ，

ガウン 

※フェイスガード，ゴム手袋，キャップ，ガウンは

従事にあたった都度，取り外し廃棄（廃棄の都度，

ごみ袋は交換する）。 

感染症対策 
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別紙２  

 

 

 

避難所における感染評価（症候群サーベイランス）用紙 

現在の健康状態についてお伺いいたします。 

保健所・病院とのやりとりに必要な書類となります。 

お手数をおかけいたしますが，よろしくお願いいたします。 

 

 

Ａ)あてはまるものの数字に〇をつけてください。 

 

【 上記Ａ以外の症状がある方は⇒ 裏面の記入をお願いします】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 入 日 令和    年    月    日 体   温 度 

ふ り が な  
連 絡 先 

自宅   （   ）    

氏   名  携帯   （   ）   

住   所  

１ かぜの症状や発熱が 4日以上続いている(解熱剤を飲み続けなければならないことを含む） 

２ 強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ（呼吸困難）がある 

３ 味覚障害・臭覚障害がある 

４ 基礎疾患(糖尿病，心不全，呼吸器疾患等)がある 

５ 透析を受けている 

６ 免疫抑制剤や抗がん剤を用いている 

７ 上記４，５，６のいずれかにあてはまる方のうち 

 
①かぜの症状や発熱が２日程度続いている 

②強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ(呼吸困難)がある 

８ 
新型コロナウイルス感染症陽性者との接触があった 

⇒いつ頃(    年  月  日)  どこで(場所               ) 
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※避難者及びスタッフは毎日検温と別紙１の②の確認を実施する。 

  

 

Ｂ）あてはまるものの数字に〇をつけてください。 

 

Ｃ）その他気になる症状がある場合は，下記にご記入ください。 

 

Ｄ）本日，保険証をお持ちですか。（ ある ・ ない ） 

 

 

ご協力，ありがとうございました。 

                                

１ ３８度以上の熱がある，または熱っぽい 

２ せき，鼻汁，のどの痛みがある 

３ インフルエンザのような(全身がだるい，寒気，頭痛，関節痛・筋肉痛など)がある 

４ せきがあり，血が混ざった痰がでる 

５ 体にぶつぶつ(発疹)がでている 

６ 体にぶつぶつ(発疹)がでていて，かゆみや痛みがある 

７ 唇や口の周りにぶつぶつ(発疹)がでていて，痛みがある 

８ 首がかたい感じがしたり，痛かったりする 

９ 下痢便(水のような便，柔らかい便，形のない便，噴出するような便など)がでた 

10 吐いた，または吐き気がする 

11 おなかが痛く，便に血が混ざっている 

12 目が赤く，目やにがでている 

13 傷などがあり，うみがでたり，赤かったり，腫れていたり，痛かったりする 

14 小児である⇒（   歳）または（   か月） 

15 この３か月に入院したことがあり，多剤耐性菌(ＭＲＳＡなど)があると言われた 

16 抗菌薬を飲んでいる(感染症の治療を受けている)⇒(病名             ) 

17 
被災後，予防接種を受けた 

⇒（ワクチン名              ）いつ頃（     年  月  日） 

症状など詳しく： 
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別紙３ 

 

ア，イ

対象者を直ちに，隔離
スペース③(疑似患･発
症者)へ移動し，保健
所へ連絡・指示を仰ぐ

【検温，別紙２の問診，目視による症状】
・検温を実施し，体温が37.5度以上で問診の結
果，Ａの１から３または７，８のうち１つ以上に
○がある者・・・・・・・・・・・・・・・・ア
・高齢者で別紙２のＡの４から６に該当する者で
比較的軽い風邪の症状のある者・・・・・・・イ
・ア，イ以外（別紙２のＢ）の症状など・・・ウ
・症状なし・・・・・・・・・・・・・・・・エ

専用スペース

健康福祉対策部
へ報告

ア，イ，ウ

対象者を直ちに，隔離
スペース③(疑似患･発
症者)へ移動し，保健
所へ連絡・指示を仰ぐ

エ

経過観察

ア，イ

対象者を直ちに，隔離
スペース③(疑似患･発
症者)へ移動し，保健
所へ連絡・指示を仰ぐ

【検温，別紙２の問診，目視による症状】
・検温を実施し，体温が37.5度以上で別紙２のＡ
の結果，１から３または７，８のうち１つ以上に
○がある者・・・・・・・・・・・・・・・・ア
・高齢者で別紙２のＡの４から６に該当する者で
比較的軽い風邪の症状のある者・・・・・・・イ
・ア，イ以外（別紙２のＢ）の症状など・・・ウ

◎検温・別紙２の問診を実施し，下記症状に応じ
対応

◎検温・別紙２の問診を実施。
◎受付時に検温・別紙２の問診を全員に実施

対象者を直ちに隔離スペース③(疑似患･発症者)
へ移動し，保健所へ連絡・指示を仰ぐ

【検温，別紙２の問診，目視による症状】
・別紙２のＡの結果，１から３または７，８のう
ちの１つ以上に○がある者・・・・・・・・・ア
・高齢者で別紙２のＡの４から６に該当する者で
比較的軽い風邪の症状のある者・・・・・・・イ
・ア，イ以外（別紙２のＢ）の症状など・・・ウ

※1　他者への接触を避け，重病化した場
合は直ちに病院へ搬送し，健康福祉対策
部へ報告

隔離スペース①

健康福祉対策部へ報告健康福祉対策部
へ報告

健康福祉対策部
へ報告

ウ※1

経過観察

ウ※1

経過観察

隔離スペース①

健常者

避難所到着時の検温の結果，体温が37.4度以下で
別紙２の問診，目視での確認も問題のない者

避難所到着時の検温の結果，体温が37.4度以下で
体調不良の訴え,目視での確認も問題のない者

※感染者が発症する２日前から，１ｍほどの距離
でマスクなど防護なしで15分以上接触した者
※感染者の同居者，長時間接触者、体液に直接触
れた可能性のある者など
・現時点では、最もリスクの高い避難対象者。
（感染者は入院となっている可能性が高い。）
・濃厚接触者等避難所情報を保健所を通じて事前
案内する。万が一，他の避難所に来た場合，「濃
厚接触者専用施設」を案内する。（「濃厚接触者
用専用施設」に移送が必要な場合，災害対策本部
が移送を行う。）

隔離スペース②(県外移動者)

避　難　所 専　用　施　設

避難所到着時の検温の結果，体温が37.5度以上の
者。または，別紙１の①の申し出のあった者で別
紙２の問診，目視の結果，下記の症状がある者

一般スペース

別紙１の②該当者 濃厚接触者体温が基準値以上または別紙１の①該当者

別紙１の②の該当者で，受付時または避難中に体
調不良が見られる場合

避難中に体調不良が見られた場合

災害避難所における新型コロナウイルス感染者等受入対応（Ｒ２.６.29時点）

６．それぞれの避難所で受け入れる者については，症状等に応じ、下記に従い避難スペースに誘導する。隔離スペース③(疑似患･発症者)担当者及び補助員は従事中に他職員との接触は行わない。

７．いずれの部屋も、①避難者ごとの距離を２メートル以上空け、密集を避ける。②可能な限り窓などを開放し，常時換気する。

８．受け入れた避難者の情報を災害対策本部へ報告する。受け入れ後も定期的に、体調確認や検温を行い，体調が増悪した者がいれば災害対策本部へ早急に報告する。

１．感染症予防必要物品を確認する。（手指消毒用アルコール，液体石鹸，ペーパータオル，タオル，マスク，手袋，ガウン，フェイスシールド，非接触型体温計，ごみ袋など）

２．避難者受け入れにあたってはマスク，フェイスガードを必ず着用し、状況に応じ（濃厚接触者との接触・感染者避難情報がある場合など），手袋、ガウンを着用する。

３．避難者が来たら、手指消毒・検温を行い、マスク未着用者には着用をお願いする。

５．新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者は「専用施設」で受け入れるが、避難所に来た場合、「専用施設」を案内し，濃厚接触者各自で移動をしてもらう。

　　＊「専用施設」に移送が必要な場合、災害対策本部に連絡し指示を仰ぐ。

４．続いて、住所、氏名、連絡先を確認し、発熱者・別紙１に該当する者は，本人に避難所における感染評価（症候群サーベイランス）用紙の記入をしてもらうとともに目視での確認を行う。特に熱，咳，
嘔吐，下痢，肌の発疹・ただれ，下痢の症状については注意する。
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３ 避難所の設営 

（居住スペースの確保）【避難所収容班】 

避難所内の居住区では，個人（または家族）ごとに距離（１～２ｍ程度）を

確保するなど，避難者が十分なスペースを確保できるよう留意すること。 

 

（体調不良者のための専用のスペースの確保及びゾーニング）【避難所収容班】 

① 下痢など体調の変化が見られた者と新型コロナウイルス感染の疑いのあ

る発熱，咳などの症状が出た者を移動させる専用のスペースを確保すること。 

  その際，スぺースは可能な限り個室にするとともに，専用のトイレを確保

すること。  

② 同じ兆候・症状のある人々を同室にすることについては，新型コロナウイ

ルス感染症を想定した場合には，望ましくない。やむを得ず同室にする場合

は，マスクを着用しパーティションで区切るなどの工夫をすることが望まし

い。  

③ 症状が出た者の専用のスペースやトイレは，一般の避難者とはゾーン，動

線を分けること。 

 

「避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針」（平成 25 年 8 月（平

成 28 年４月改定）内閣府（防災担当））において，「感染症を発症した避難者の

専用のスペースないし個室を確保することが適切であること」と記載しており，

また，「避難所運営ガイドライン」（平成 28 年４月 内閣府（防災担当））におい

て，「感染症患者が出た時の部屋を確保する」と記載しているが，新型コロナウ

イルス感染症の場合は，軽症者等であっても原則として一般の避難所に滞在す

ることは適当でないことに留意すること。 

 

４ 避難所の衛生管理 

（感染予防の周知）【避難所収容班・避難所対策班・医療救護班】 

感染症予防のための手指の衛生･咳エチケットのポスター（別紙４）を事前に

準備し，避難所開設とともに多くの人の目に入る場所（入り口，掲示板など）

やリスクの高い場所（トイレや手洗い場など）に貼る。 
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別紙４ 

 
  



9 

 

（手洗い，咳エチケット等の徹底）【避難所収容班・避難所対策班】  

① 避難者や避難所運営スタッフは，頻繁に手洗いするとともに，咳エチケッ

ト等の基本的な感染対策を徹底すること。 

② 手洗い･マスクの着用を勧め，タオルは共有しない事を声かける。 

③ アルコール消毒やマスク等を準備し，避難所の開設とともに入り口やトイ

レなど多くの人が使用する箇所に複数設置する。「ご自由にお使いください」

ではなく，「入館時には手の消毒をお願いします」と積極的な使用を促す。 

 

（避難所の衛生環境の確保）【避難所収容班・避難所対策班】  

① 物品等は，定期的および目に見える汚れがあるときに，家庭用洗剤を用い

て清掃するなど，避難所の衛生環境をできる限り整えること。 

② 内履きと外履き（土足）のエリアを分け，生活区域に外履きで入らないよ

うにする。 

③ 弁当などの取り置きは止めてもらい，可能な限り加熱したものを提供する。

また，食器等については使い回しをなるべく避け，使い捨て物を推奨する。 

④ オムツの交換後は必ず手を洗い，オムツは専用の場所に廃棄してもらう。 

⑤ 定期的（日中は朝 8 時 10 時 12 時 15 時 17 時）に窓あるいはドアを開け，

換気を行う。 

⑥ 自治的に役割を分担し，調理・配膳係，トイレなどの衛生状態の改善・維

持，感染管理に必要な物品(石鹸やアルコール手指消毒薬，マスク，使い捨

ての手袋，食器類， ペーパータオル，次亜塩素酸ナトリウム，体温計など)

の状況を避難所責任者が管理し確認する。 

⑦ 汚染区域への侵入を防止するため，必要最低限の進入口のみを確保し，そ

の他の進入口については，出入口の施錠，通路の封鎖を行い別紙５にて注意

喚起を行う。 

 ※隔離スペース入口にも同様の掲示を行う。 

⑧ 別紙６にて避難所の感染管理上のリスクを定期的に避難所管理責任者が

評価し，問題点を把握する。 

別紙５ 

 

感染症防止のため，出入口を閉鎖しておりますの
で，他の出入口をご利用ください。 
また，指定された避難スペース，トイレ以外への移

動は控えてください。 
ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
  避難所管理者 
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別紙６ 

 

  

避難所名 （　　　　　　　　　　　　　　） 年　　月　　日　

分類 結果 具体的に

情報収取 誰が（　　　　　　　　　　　　）

（サーベイランス） 報告方法：　申告制・個別確認

報告先：

報告方法：　電話・FAX・メール

その他（　　　　　　　）

環境 ガス・電気・水道・電話

（　　）回/日　　チェック体制：有・無

（　　）回/日　　チェック体制：有・無

トイレの状況：　仮設・常設

　　　　　　　　水洗・汲み取り

（　　）回/日

賞味期限の確認，期限切れの廃棄

物品

マスク・エプロン・手袋・ゴミ袋

次亜塩素酸ナトリウム・作業手順書

啓発・掲示 報告方法：　口頭・掲示

報告方法：　口頭・掲示

報告方法：　口頭・掲示

報告方法：　口頭・掲示

報告方法：　口頭・掲示

その他 誰が（　　　　　　　　　　　　）

職員待機室に連絡先の掲示先：　有・無

引継事項

（巡回者）

不足物品（品名・数量）

要準備物の掲示物・物品

土などで汚れた傷を放置せず，医療機関に紹介している

環境整備・掃除について（嘔吐した場合は申告し，職員が対応する）

下痢，嘔吐，発熱患者が同時期に複数に発生した場合には

市（　　　　　　　　　　　　）・保健所に連絡する

次亜塩素酸ナトリウム

吐物処理セット・処理手順説明

手洗い・うがいを励行するよう呼びかけている

有症状者へマスクの着用を呼びかけている

早めの受診を勧めている

手洗い石鹸（液体が望ましい）

ペーパータオル

刷り込み式エタノール剤

ウエットティッシュ

マスク

体温計

ハエや蚊の対策を十分にしている

換気をしている

温度・湿度に配慮している

有症状者がいる場合，居室を分けるなど対応ができている

ゴミの管理が適正にできている

食べ物の管理が適正にできている

ライフラインの確保ができている

床掃除ができている

共有部分（特にトイレ洗面場所など水回り）の清掃ができているか

避難所感染チェックリスト

チェック項目

感染症を疑う症状の把握を誰がしているか

有症状時または診断された時の報告先を避難者に伝えている

感染症サーベイランス情報の報告先・報告方法が分かっている
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５ 感染評価に基づく感染症対策 

（避難者の健康状態の確認）【避難所収容班・避難所対策班・医療救護班】 

避難生活開始後も，避難所における感染評価（症候群サーベイランス）用紙

のチェック（別紙 1）を定期的に行い，避難者へ体調チェック時に関わらず，

感染症等の症状がある場合には，すぐにスタッフへ声掛けするよう別紙７を避

難所内に掲示し周知する。 

感染症対策として，全員へのマスク着用のほか，避難所における感染評価（症

候群サーベイランス）用紙(別紙１)の評価結果により，感染症が疑われる避難

者を速やかに隔離するほか，別紙８のとおり，避難所での感染症対策を追加で

行う。 

 

別紙７ 

次の症状がある場合は 

すぐにスタッフにお知らせください 

 

１. 熱（37.5 度以上）がある、または熱っぽい 

２. 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある 

３. 上気道炎症状（咳、鼻汁、咽頭痛など）がある 

４. インフルエンザ様症状（全身がだるい、寒気、頭痛、関節痛・筋肉痛など）

がある 

５. 咳があり、血がまざった痰がでる 

６. からだにぶつぶつ（発疹）が出ている 

７. からだにぶつぶつ（発疹）が出ていて、かゆみや痛みがある 

８. 唇や口の周りにぶつぶつ（発疹）が出ていて、痛みがある 

９. 首がかたい感じがしたり、痛かったりする 

10. 下痢便（水のような便、柔らかい便、形のない便、噴出すような便など）

が出た 

11. 吐いた、または吐き気がする 

12. おなかが痛く、便に血がまざっている 

13. 目が赤く、目やにが出ている 

14. 傷などがあり、膿がでたり、赤かったり、腫れていたり、痛かったりする 
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別紙８ 

避難所における感染評価（症候群サーベイランス）用紙から，疑われる疾患と対応 

設

問 
確認内容 疑われる感染症 対応 

 

Ａ 

１から３または７・

８のうちの１つ以上

に○がある場合 

新型コロナウイルス

感染症 

対象者を隔離スペースへ移

動させ，病院搬送 

 

Ｂ 

１のみ 
インフルエンザやそ

の他の感染症 
飛沫予防策を実施 

１，２，３の１つ以上 インフルエンザ 飛沫予防策を実施 

１，２，３の１つ以上

と 14 
小児呼吸器感染症 

接触予防策と飛沫予防策を

実施 

４ 結核 
空気予防策を実施し，病院

搬送 

１と５ 水痘や麻疹等 空気予防策を実施 

１と５と８ 細菌性髄膜炎等 
飛沫予防策を実施し，病院

搬送 

６のみ 帯状疱疹や疥癬等 接触予防策を実施 

７のみ 
単純ヘルペスウイル

ス感染症 
接触予防策を実施 

９または 10 

ノロウイルス感染症

やその他の消化器感

染症 

接触予防策を実施 

11 細菌性の急性下痢症 
接触予防策を追加し，病院

搬送 

12 のみ ウイルス性結膜炎 接触予防策を追加 

13 のみ 創傷関連感染症 接触予防策を追加 
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※空気予防策，飛沫予防策，接触予防策の詳細については，「避難所における感

染症マニュアル 2011 年 3 月 24 日版」のＰ10～12 を参照。 

※避難所によって対策が限られるが，できるだけ多くの対策を講じる。なお，

別紙８のうち２について隔離スペースがない場合は，病院へ搬送するまでの

間，車内での待機を行う。別紙８のうち３の症状にて隔離が困難な場合は，

別施設へまとめる。ただし，症状の重い場合は。ただちに医療機関へ搬送す

る。 

※スタッフに感染症疑いがある場合は，業務を中断し，避難者と同様に別紙３

の対応を行い，避難所運営責任者は代替スタッフ避難所開設班へ要請する。 

 

（避難者が新型コロナウイルス感染症を発症した場合）  

【避難所収容班・避難所対策班・医療救護班】 

① 新型コロナウイルス感染症の疑い，または発症した場合の対応については，

感染者を隔離し，健康福祉対策部へ連絡を行う。 

② 治療が必要な人が発生した場合に備え，搬送する医療機関への連絡体制を

医療救護班が連絡調整する。（別紙９） 

③ 保健所及び医療救護班と十分に連携の上で，適切な対応を事前に検討する

こと。 
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別紙９ 

 

災害避難所における新型コロナウイルス感染者等受入相関図

濃厚接触者等の救急搬送依頼

　　　避難

　　　原則：自分で移動。
　　　状況によっては，災害対策本部で検討，保健所へ指示を仰ぐ。

災害対策本部
☎２２－２１１１(内）151・152

新型コロナウイルス感染対策室
☎２２－２１１１（内）629・634

一般避難所

　一般避難者の受け入れ
※コロナ感染症疑い以外の症状がある方や，2週間以内に
県をまたいだ移動がある方等⇒体調不良者用避難室
※濃厚接触者が避難して来た場合，濃厚接触者避難所を
案内。（状況によっては，災害対策本部で検討，保健所
へ指示を仰ぐ。）

　　　保健所が指示した
　　医療機関へ搬送

消防署
☎２２－６８６８（指宿）

☎３４－０１１９（山川開聞）

帰国者・接触者外来が想定される。

指宿保健所
（帰国者・接触者相談センター）

☎２３－３８５４

健康経過観察
避難所情報の伝達
避難時の支援

濃厚接触者

事前に避難所情報の伝達

濃厚接触者用避難所

　濃厚接触者で避難してきた者の受け入れ　体調悪化
時，保健所へ報告。指示を仰ぐ。
（例）重篤な場合，消防への救急搬送依頼

避難者情報の伝達
体調不良者の報告

濃厚接触者等情報の提供

避難所情報の伝達
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ゾーニング                            参考１ 
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17 

 

消毒薬の作り方                          参考２ 

 

使用可能：手指など、服など物全般、壁など環境etc… 

不可：傷口や眼球、粘膜、革製品etc… 

効果：殆どの細菌、インフルエンザウイルス、コロナウイルスetc… 

 

ドアノブ、手すり、受話器、パソコンなどの共用する場所を、手袋をして拭き取る。 

拭いた後に水拭きをする（特に金属）。 

水以外の液体と混ぜないこと。換気を忘れずに！ 

物の消毒に極めて有効！ 
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ガウン・手袋・マスク装着方法                   参考３ 
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ガウン脱衣方法 
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手袋・マスク脱衣方法                       参考４ 
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防護服装着・脱衣方法                       参考５ 

装着方法 
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脱衣方法 
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